
1.2023年度�常事業�事に�了
おかげさまで、3⽉31⽇をもちまして、2023年度の�常事業を�事に�了することができました。
保��や��・保��、ご��からの希�で�り�いサポート274�、相�61件、LINE相�686件、
オンライン��相��341�、��サロン215�、⽇��サロン173�、��1750�のママたちが利
⽤し、�国�でのサポートや助�師からのアドバイス、情���を⾏い、�くの「�事に�まれた

よ�」の�告をいただきました。��えた�てのママたち、サポートに当たってくれたスタッフ、

ご協⼒いただいた⾃�体や他団体のご担当者、そしてこの活動を�えてくださった�ての�さんに

��でいっぱいです。ありがとうございました。

2.豊島区と協働で「�外国⼈住⺠のための⼦育てガイドブック作成」（8⾔語）の完成
�国�ママの声を�いて必�な情�を��した「�国���のための��てガイドブック」が�成

し、�事に�品することができました。アンケート��・���での情���から�まり、情�を

��してやさしい⽇��で作成→����→レイアウト→��によって�さが�く�う中での気の
�くなるような作業を、⽇��スタッフ・�国�スタッフが⼀�となって��りました。�からの

��のあった6��に�え、これから��が⾒�まれるベンガル�・インドネシア�も�えての8�
�２８ページでの�成となりました。�来上がった時の��はひとしおでした。

 【M o t h e r ‘ s  T r e e  J a p a n
Q u a r t e r l y  R e p o r t  N o . 1 2】

�さん、こんにちは� �はもうすぐ、お元気でお�ごしのことと�じます。��すべき�義

�いイベントとして（��は���照）、まず�めに、２⽉１１⽇（⽇）に「品川�きゅりあ

ん」で開�した『��・��で�える���共⽣シンポジウム』です。�場�員の��者�９

０�は、��者の�晴らしい��的活動のお�に��を受け、�了�はお�いの�刺��や�

⾒��に�わいました。�は、３⽉３⽇（⽇）の池�の「イケビズ」での『���共⽣��て

フェスティバル』には、なんと２６０�が��され、�彩な��とパフォーマンスに��共々

くつろぎの⼀⽇を�ごされました。�⼀つは同⽇�休みに、⻄⼝円形��で、アルゼンチンタ

ンゴのFlash Mob(街頭ダンス)を���の�援で開�、アルゼンチン⼤使も�けつけられ、��
�共⽣の⼀�として、⼤�のダンス愛�者と��が�しみました。この3件の�⾯での⼤きなイ
ベントの成功は、マザーズの�しい事業領域の１ページを�るものであり、��共こうした�

しく�義�いイベントを�さんのご協⼒で開�していきたいと�みます。
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��の�体的活動状況（11⽉〜3⽉��）
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3.助�師・援助者向けの「やさしい⽇��で�前��をサポートする��」開�
やさしい⽇���師の��先⽣をお�えして、�前��をサポートするコツを�ぶ��を開�しまし

た。30��いお申し�みをいただき、�中でグループに�かれてのワークショップ形式をとりながら、
�国����への声かけをみんなで�びました。とてもわかりやすいと��だったので、また��を作

ってみんなで�んでいきたいと思います。

4. �����で�えるシンポジウム盛�でした（2024年2⽉11⽇）
���共⽣のことを���、それぞれから�題や�り�みを�り上げてディスカッションするシンポジ

ウムを開�しました。品川�のきゅりあんの⼤���がいっぱいになるほどたくさんの�が��してく

ださいました。共�の「IG科研」の��先⽣の��司�、「東�パブリック��⼠事��」の�⼝��
⼠のファシリテーションのもとで、��・�⽤・⾏政・共に⽣きる��の�点、援助者の�点でそれぞ

れの��者の�い思いが�られ、アンケートでも�い�価と前向きな�想をたくさんいただきました。

�了�も�場の使えるギリギリまでディスカッションがあちこちで�り�げられていました。

これからたくさんの�たちに活⽤していただき、��して��てを�められると思うと�当に�しいです。

 �国�メンバーからも「この作業に�われてよかった�」という声も上がりやりがいのある活動でした。

5.���共⽣��てフェスティバル�⼀回⼤盛況でした（2024年3⽉3⽇）
⽇��には�々な��てを知ってもらい、�国�ママたちには⾃�たちの��を�りに思ってもらいた

い、�立当�から�⾒ていた、���共⽣��てフェスティバルが開�されました。それぞれの国の�

�て��を��するブース、立�⼤�や地元�業である良品��、���、�界の��などの�々なブ

ースに�え、タイのヨガ、ネパールのベビーマッサージ、�界の⼿�びを��するイベント、そして東

���⼤�の��先⽣とのコラボレーション��で、在⽇ミャンマーのママたちの気持ちを�のアート

にした「�たちの�をゆく」も、�てが⼤盛況となり、予想を�かに上回る２６０�を超える⽇��・

�国���や��者が来てくれて、⼤��やかで�しく有�義な1⽇になりました。
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�しい�を�ん中にした���共⽣のと�う�たちの�向性に�が⾒え、⼤きな⼿�えを�じたフェス

ティバルでした。「また来年もやってほしい�」という声をたくさんいただきましたので、ぜひ来年度

も�現できたらと思っています。ご協⼒いただきました�ての��に�より��申し上げます。

6．オンラインシンポジウム「フィンランド✖かながわの事例から」開�
フィンランド在�の��の��を研�されている下��と、かながわ

国��流財団の�⽥�をお招きしてのオンラインシンポジウムを

開�しました。当⽇��とアーカイブ��ができるように��し

ての開�でしたが、���わせて８０�を超える�々に�ける

ことができました。かながわ国��流財団の�り�みのご��

の中では�国�ママたちのとまどいをビデオで�体�できるよう

にご��くださるなど、わかりやすい��に�くの�さんが共�

されていました。⽇�と同じく超�����を�えるフィンラン

ドの事例の中では、��申�中であっても��を尊重しフィンランド���や暮らしのガイダンスを、

お金を��して受けてもらい、「良き��者になってもらう」と�うフィンランドの⼀貫した��に

��の声が�かれました。�⼝�や�率、���識が⽇�とあまりにかけ離れていて羨ましいと思う�

⾯、⼀周回先に�んでいるゆえの�みなども共有していただき、�義�いシンポジウムとなりました。
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【��の活動予�】（4⽉〜6⽉） 
⽇�財団への�年度の助成金申�不採⽤と

�たなチャレンジ

7.  �国����に向けた⽇�での��の疑問・不�に�り�う動�制作⑥シリーズの�成
外国⼈ママたちからよくある疑問・質問に答えるための多⾔語動画を作成し、6⾔語字幕付
きでリリースすることができました。⽇本でのお産の基礎知識だけでなく、困った時どう検
索したらいいのか、⾏政のどこに相談できるのかなども盛り込んだ、現実に即した動画で
す。また、⾏政の⽅から⾒て外国⼈ママたちがどこに躓きを感じやすいかがわかりやすいよ
うに構成を⼯夫しました。下記からご覧いただけますので、ぜひ検索ください。2024年は
こちらの普及にも努めてまいります。（https://mothers-tree-japan.org動画マークから
みられます）

8.お�情�セット291セット�償配布できました（累�421�）
「⽇�にはいい�料があったとしてもサイトも⽇��だし、そもそも�にパソコンもプリン

ターもないから」そんな�国�ママのつぶやきから�まったお�情�セットの�償配布。希

�者には�国�の��⼿�もつけてお�に必�な情�をプリントアウトし、2023年度中に
は291�のママに、累�で421�の�となる�たちに�けることができ、たくさんの「あり
がとう�」のメッセージをいただきました。このサービスも��したいものの⼀つです。

9.�州・�都での��サロン開�
�州・�都メンバーが⾃発的に��してくれて、��サロン（兼⽤⽇����）を開�することがで

きました。��は�ないながらも助�師、お�ドューラを中�に��う温かい�となり、�年度��

も�けて⾏けたらいいなと思っております。メンバーの��りに�からの��です。

1.���からの��事業「�国���のための��てガイドブック作成」のプレスリリース
2.「としまモデル」の地�⾃�体への��・情�のデータベース�と��
3.�国����に向けた⽇�での��の疑問・不�に�り�う動�の��
4.指�しボード�シリーズの書籍�と��
5.東��⼤とのコラボ��「�たちの�をゆく」��（11⽉�）
6.理事�・��（５⽉）

事�局より

気温差の激しい2、3⽉でしたが皆さんお元気でしょうか。1.2.3⽉はイベント続きで⾶ぶようにすぎて⾏きまし
たが、全てをいい形で開催することができました。そして今年度はやってみたいと思っていた事業をほぼ全て試
⾏錯誤しながら着⼿することができました。皆様に改めましてお礼申し上げます。今年度だけで、この⼩さな
NPOが延べ1750名の外国⼈ママたちをサポートできたことは、⼀⼈⼀⼈の情熱と⼒の結晶と皆様からの温かいご
⽀援の賜物以外の何ものでもありません。⼼より感謝申し上げます。
「このまま全⼒でいける!」と意気込んでおりましたが、通常事業を申請していた⽇本財団の助成⾦が残念ながら
通らず、次の助成⾦が⾒つかるまでは、ボランティアメンバーのご厚意に⽢えてオンラインの活動をメインに少
しペースダウンして活動していくことになります。
NPOの運営はご寄付・助成⾦・委託のバランスをとることが⼤切と⾔われますが、私たちも次年度は創意⼯夫し
ながら安定した運営をしていけるように頑張って参りたいと思っております。５年⽬を迎える今が正念場、どう
ぞみなさま引き続き温かい応援やアドバイス、⾒守りをよろしくお願い申し上げます。どうかご⾃愛なさって素
敵な春をお過ごしくださいませ。


